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１．令和６年度事業の進捗状況
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（１）「若者が活躍するまちづくり」の全体像
まちづくりに興味を
持つに至っていない若者
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１．令和６年度事業の進捗状況



（２）仙台まちづくり若者ラボ

 目的
若者の視点やアイデアを課題解決や地域活性化に生かすとともに、
まちづくりの担い手となる若者の発掘・育成を行う。
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１．令和６年度事業の進捗状況

 事業内容
 令和２年度より若者が「自分ごと」としてまちづくりに関わることが
できる実践的なプログラムとして開始

 若者（学生・社会人等）が６チームに分かれて、ビジネス・観光・
こども／教育などまちづくりのテーマを設定

 令和5年度からワークショップで各チームが議論した「やってみたい
こと」を具体化する“アクション期間”を設けている



（２）仙台まちづくり若者ラボ
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１．令和６年度事業の進捗状況

 対象者
 仙台市に居住または通勤・通学する18歳からおおむね30歳までの方
 ターゲットは、まちづくりに興味はあるが行動に移せていない若者

 令和6年度実施スケジュール

実施年度 R2 R3 R4 R5 R6

参加者数 30人 33人 42人 41人 42人

 実績



（２）仙台まちづくり若者ラボ
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第1回ワークショップ（6/29）

第2回ワークショップ（8/9） 第3回ワークショップ(9/20)

 令和6年度の主な進捗
 第1回WS:参加者が６つのグループに分か
れ、今後実施するテーマ等を検討

 第2回WS:各グループで実施するアクショ
ンプラン等の検討

 第3回WS:アクションプランの発表

１．令和６年度事業の進捗状況



（２）仙台まちづくり若者ラボ
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 今後の予定

●1月17日

アクション期間

アクション報告会

第4回ワークショップ

グループごとに「やってみたいこと」を具体化
令和6年度は
・起業に関するインタビュー
・規格外野菜の販売への参加
・交流イベントの開催 など実施予定

●9月～

●12月2日

令和5年度の様子

各チームによるアクションの報告と
市⾧・市民局⾧・ゲストからのフィードバック

報告会でのフィードバックをもとに
アクションプランの磨き上げ

１．令和６年度事業の進捗状況
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（３）ユースチャレンジ!コラボプロジェクト
 目的
若者のまちづくりへのチャレンジを後押しするとともに、若者のアイ
ディアを施策に取り入れ、若者の発想を活かしたまちづくりを推進

１．令和６年度事業の進捗状況

 事業内容
 令和3年度より市民協働事業提案制度の若者版として開始
 若者団体から身近なまちづくりに取り組む事業の提案を募集し、
審査のうえ採択された事業について、市が負担金（最大30万円）を
交付するとともに、若者団体と協働で取り組む制度

 若者団体には、サポート団体が書類の作成についてのアドバイスや進
捗管理等のサポートを行う

サポート団体

＜仙台市＞
市民協働推進課
などの関係部署

＜関係機関＞
市民活動団体
地域団体
企業など

若者団体

【実施体制のイメージ】

サポート団体は、事業提案から実施、報告まで、
総合的なサポートを実施

協働

サポートサポート

＜若者団体×サポート団体＞
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（３）ユースチャレンジ!コラボプロジェクト

１．令和６年度事業の進捗状況

採択年度 R3 R4 R5 R6

提案件数 2団体 7団体 12団体 9団体

採択団体数 2団体 7団体 8団体 6団体

 対象団体
 市内に活動拠点を有する、または市内を活動地域としている、
構成員が18歳～30歳代までの者である団体

 ターゲットは、まちづくりに活躍する若者

 実績

【R5採択】仙台の教員志望の大学生の不安や悩
みの軽減等を促進するプログラム「IJAN」▶

【R5採択】仙台コズミックフェスタ
～杜から宙へ～▼
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（３）ユースチャレンジ!コラボプロジェクト
 R6採択事業例①
SENDAIアイデアソン

学生が企業の新規事業や悩み事について考えるビ
ジネスコンテスト「SENDAIアイデアソン」を開催。
東北の企業をより多くの若者に知ってもらうこと
を事業目的とし、東北の中小企業の認知度と新規
卒業者の就職率の向上を目指す。

 R6採択事業例②
ナガマチトレジャーウォーク

“謎解き”と”意外と知らない地元のまちあるき”を組
み合わせてイベント化。商店街の協力のもと、
様々な店舗をチェックポイントに組み込むことで、
地元住民と店舗の交流のきっかけを創出する。

キックオフミーティング

ナガマチトレジャーウォーク

１．令和６年度事業の進捗状況



（４）仙台若者SDGsアワード
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１．令和６年度事業の進捗状況

 目的
若者団体による、社会課題の解決に寄与する優れた取り組みを
顕彰することにより、若者団体の認知度や構成員のモチベーション
を高め、若者が活躍できる環境づくりにつなげる

 事業内容
 平成29年より３者からなる実行委員会形式で開始
・コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社
・一般社団法人ワカツク
・仙台市

 社会・地域の課題解決やSDGsの達成に寄与する
活動を行う若者団体を表彰する「表彰部門」
※R4年度から表彰の対象を宮城県内全域に拡大

 若者団体と地域企業との協働を生み出し、その
活動を伴走支援する「協働部門」



（４）仙台若者SDGsアワード

１．令和６年度事業の進捗状況

採択年度 R3 R4 R5 R6

応募団体数 8団体 13団体 10団体 12団体

 表彰部門対象団体
 宮城県内に活動拠点を有するまたは宮城県内
を主な活動地域としている、構成員の過半数
が16歳～30歳未満までの者である団体

 ターゲットは、まちづくりに活躍する若者

 実績
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 R6年度表彰部門の進捗・今後の予定

●11月16日

一次審査

応募団体向けのプレゼン勉強会

最終審査

12団体から応募があり、事務局による書類・
ヒアリングによる一次審査を実施。8団体が最
終審査へ進出

●9月～

●10月～

セミナーを実施し、プレゼンテーションの構
成・発表などをブラッシュアップ

（４）仙台若者SDGsアワード

１．令和６年度事業の進捗状況
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 目的
若者のまちづくり活動への参加を後押しするため、若者目線で主
に同世代の若者をターゲットに情報発信することを通して、若者
とまちづくり活動への距離感を縮める

（５）若者目線によるまちづくり情報の発信

１．令和６年度事業の進捗状況

 事業内容
 令和6年度より民間のWebサイト・SNS上で本市の
若者施策や若者団体の活動等を発信する新規事業と
して開始

 取材や記事編集は学生チームが担い、
“若者の、若者による、若者のための情報を届ける” 学生チームによる

ミーティング



（５）若者目線によるまちづくり情報の発信

16

まちづくり活動を「ゼロイチ」と表現。まちづくり活動へ
の期待感を訴求しつつ、それは小さな活動の積み重ねであ
る点にも触れることで不安の払拭も図るメッセージ

１．令和６年度事業の進捗状況

 令和6年度プロジェクト名「仙台ゼロイチプロジェクト」

◀掲載媒体
「COLORweb」



（５）若者目線によるまちづくり情報の発信
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インフルエンサー・とりさん
「私の“好き“でこのまちの魅力を伝えたい」(8/29公開)

杜宙実行委員会 （R5ユースチャレンジ!コラボプロジェクト採択団体）
「何か1つ“好き”を子どもたちに見つけてほしい」(8/30公開）

１．令和６年度事業の進捗状況

 R6年度発信実績



２．ゲストスピーカーによる事例紹介

18



３．若者関連事業における庁内連携
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３．若者関連事業における庁内連携

本市における若者関連事業

将来における効果的な自主防災活動の
持続やSBLの高齢化等へ対応するため、
次世代における地域防災の担い手とし
て、大学生を対象に養成する。

若者を対象に、ごみに関する興味を引
き起こし、分別・減量行動に導くため、
SNSによる情報発信や資源分別ツール
開発に取り組むプロジェクトを行う。

東北の若者を対象に、世界最先端のア
ントレプレナーシップ教育プログラム
のオンライン受講や海外先進地派遣等
を通じて、グローバルマインドを持っ
たイノベーション人材を輩出する。

各区中央市民センターを拠点に、若者
がさまざまな人々との学び合いを通じ
て、身近な地域をより良くすることへ
の意識を高め、自発的・主体的に行動
することを学ぶ事業を実施する。
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３．若者関連事業における庁内連携

地域での活動を希望する大学等の学生団体
（部活動やサークル）の団体登録を受け付
け、地域に若い力を取り入れたいと考える
町内会等の地域団体とのマッチングを図る。

セミナーやワークショップを通じてまちづ
くりの手法を学ぶとともに、互いに交流す
ることにより、メンバー同士のネットワー
クづくりを推進する。

東北学院大学五橋・土樋キャンパスに集う大学生を核として、地域や企業との多様
な連携協力、共生に取り組むとともに、地域の課題解決や経済の活性化を推進する。

主に大学生を対象に、次世代のまちづく
りの担い手となる人材の育成を図り、地
域のまちづくり活動を推進する。

泉区内および近隣にある大学に属する学
生団体等が行う地域づくり活動を支援す
るとともに、いずみ絆プロジェクトに取
り組む団体等による活動成果等を広く市
民に周知する。

本市における若者関連事業
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若者関連事業を所管する部署の係⾧級職員を中心に集め、以下を
目的とした意見交換を実施
 相互の取組みについての紹介を通じた情報共有
 係⾧級職員が直接繋がることによる庁内連携の促進
 他部署事業を参考に所管事業を改善

３．若者関連事業における庁内連携

若者関連事業の担当部署との意見交換（8月2日）

当日挙げられた主な課題等
 広報周知の手法、SNS運用、大学や大学の先生等への協力依頼の方法
 まちづくり活動参加に対する若者の考え方の変化
 若者が多忙化する中でいかに事業に興味をもってもらうか
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３．若者関連事業における庁内連携

当課若者関連事業に関する若者との意見交換（9月4日）

若者関連事業に参加経験のある若者から各事
業についての率直な意見を聴取するため、過
年度参加者8名を集め意見交換会を開催

当日の主な話題
 仙台まちづくり若者ラボ、ユースチャレンジ!コラボプロジェクト、
仙台若者SDGsアワードに参加した（しなかった）理由

 各事業の魅力、改善点、参加して得られた成果
 今後仙台市で実施すると良いと思う若者関連事業
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ご清聴ありがとうございました
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